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特定非営利活動法人

子どもアミーゴ西東京

特集
施設紹介：
学童クラブと児童センター
子どもアミーゴ西東京は、現在、西東京市内で６つの学童クラブと
１つの児童センターの運営をおこなっています。
どの施設も、子どもたちや利用者の方々と共に工夫をこらしながら、
特色ある活動を展開しています。
今回は、そんな施設の普段の様子を、現場からお伝えいたします。
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北原学童クラブは、現在７校から子どもたち 

が通って来ています。学年や学校の違いを気に 

せず遊び、仲間同士の結束がとても強い子ども 

たちです。 

 日々、学童で遊ぶ中でケンカをしてぶつかり 

合う時もありますが、自分の考えを受け入れて 

もらったり、相手の考えを聞いたりと、子ども 

たち同士で話し合いをする事を大事にしていま 
す。お互いのことを知り、認め合っていく経験 

を重ねていくことで、子どもたちにとって学童 

クラブが安心していられる「居場所」になるの 

だと、私たち指導員は思っています。 

そんな北原学童クラブの子どもたちは元気い 私たちは、手作りおやつにも力をいれてい 

っぱいで、毎日楽しい声が尽きない学童クラブ   ます！子どもたちが学童に帰ってきてまず 

ですが、元気なのは子どもたちだけではありま 一声が「今日のおやつなに！？」という子や 

ん。父母会さんも非常に活発で、年に三回ある 「このにおいはあれでしょ！？」とにおいで 

共催行事では毎回大人も子どもも楽しめる行事 おやつを当てる子も！そして、子どもたちだ 

となっています。特に、「もぐらの祭」という けではなく、保護者の皆様からも「レシピを 

縁日のような行事の中で行われる、“ベーゴマ 教えてください！」と声が上がるほど人気で 

改造コンテスト”はここ数年、盛り上がりを見 す！これからも、子どもたちにとって学童に 

せています！！子どもも大人も夢中になって作 来る楽しみの１つになるように、手作りおや 

るベーゴマは、投票する人が迷いに迷ってしま つを大事にしていきたいと思っています。 

うほど、ユーモア溢れた作品ばかりです！！  

参加してくださる保護者の皆さんが多いため、 

より一層行事を通して、子ども・保護者・指導 

員が一緒に楽しみ、そして繋がりを深め合うこ 

とができています。  

これからも子どもたちと一緒に遊び、一緒に 

考えて過ごしていくことを大事にしていきたい 

と思います。ぜひ皆さんも一度、北原学童クラ 

ブに遊びに来てください。きっとたくさんの元 

気がもらえると思います！！ 

【所在地】
〒
西東京市北原町一丁目
【電話】北

きた

原
はら

学童クラブ
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☆学童紹介

谷戸学童クラブでは現在、 年生 名、 年生 名、 年生 名、 年生 名、計 名の

児童が放課後の生活を送っています。そんな５９名の子どもたちが学校から帰って来ると、学童内が、

一気ににぎやかになります。ランドセルをロッカーにしまうと、指導員の所にやってきて、「聞いて、今

日学校のテストで１００点取ったんだー！」と嬉しそうに話をする子、「仲良しの子とケンカして、仲直

りが出来なかった…」と落ち込んでいる子、「はやく２ でサッカーしてあそびたい！」と学童でのあそ

びを楽しみにしている子など、子ども達一人ひとりが様々な思いをもって学童に帰ってきます。谷戸学

童クラブでは、子どもたち一人ひとりの思いに寄り添い、放課後という子どもたちにとって大切な

時間を大事にし、「今日は○○をしてあそびたい」や、「また明日も○○してあそぼうね」と子どもたち

が毎日楽しみに通って来られる様にしていきたいと思っています。

 

谷
や

戸
と

学童クラブ
【所在地】
〒
西東京市谷戸町一丁目
【電話】

谷戸学童クラブの建物

１ でのあそびの様子（ ）

）

２ でのあそびの様子（ けん）

）

年生焼きそば作り おやつの様子
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今年度１年生３３名を迎え、８３名のなかまとともに手を取り合い、みんなのあたたかな居場所として「大きな樹育て」

を年間テーマとして掲げ向台の１年がスタートしました。

 
 
 

 

１０月に４年生はずっと憧れていた

４年生合宿へと ・ ・ 年生に壮行会で見送られ

て出発しました。自分たちでおこした火でご飯を

作ったり、ドラム缶風呂を沸かしたり、キャンプ

ファイヤーをして、合宿の間ずっと楽しそうに笑

顔が輝いていた４年生たち。そして夜にはおうち

の人から感謝の気持ちがこもったサプライズの手

紙も…。一人ひとりみんなが誰かに支えられて生

きているということ、なかまや家族の大切さを知

ることのできた合宿となり

ました。

学童は毎日楽しいことば

かりではなく、時には友達

とケンカしたり、意見がぶ

つかり悔し涙を流すときもありました。で

もその度自分の気持ちと向き合い、どうし

たらいいのか考え、そしてなかま同士励ま

し合ってきました。学童で過ごしたいくつ

もの経験を大事にして、受けとめてくれ

るなかまを大切に一歩一

歩、歩んで行ってほしい

と思います。

この 年間共に手つなぎをして、応援して下さった

保護者の方々や地域、アミーゴの皆さん、本当にあり

がとうございました。皆さまに支えて頂き向台の樹は

あたたかく大きな樹として育ち続けています。

～そしてこれからも、向台のぼうけんの旅は続く～

（向台学童クラブ職員一同）

― 
長い夏休み、あそびや生活を共に過ごす中で自然

ときずなが深まりました。夏休みのおわりの班対抗

あそびの大会では、ベーゴマ、マンカラ、大なわなど

でなかまのために涙することも…。班のリーダーとし

て輝いていた４年生にＭＶＰ賞も授与されました。

他にも、４年生特別企画のナイトハイク、お話

し会、平和のはなしや絵手紙

作りを教えて頂き地域の方々

とつながりました。

一緒にお弁当・を食べた

り、遊んだりと夏休みの生活を通してさらに班の

なかまたちときずなを深めました。夏休みの締め

くくりには班対抗のあそびの大会でベーゴマ、マ

ンカラ、大なわなどで勝負してなかまのために涙

する場面も…。班のリーダーとして輝いていた 4
年生にＭＶＰ賞も授与されました 
緒にお弁当・を食べたり、遊んだりと夏休みの生

活を通してさらに班のなかまたちときずなを深

めました。夏休みの締めくくりには班対抗のあそ

びの大会でベーゴマ、マンカラ、大なわなどで勝

負してなかまのために涙する場面も…。班のリー

ダーとして輝いていた 4年生にＭＶＰ賞も授与
されました。一緒にお弁当・を食べたり、遊んだ

りと夏休みの生活を通してさらに班のなかまた

ちときずなを深めました。夏休みの締めくくりに

は班対抗のあそびの大会でベーゴマ、マンカラ、

大なわなどで勝負してなかまのために涙する場

面も…。班のリーダーとして輝いていた 4年生に
ＭＶＰ賞も授与されました。

一緒にお弁当・を食べたり、遊んだりと夏休みの生

活を通してさらに班のなかまたちときずなを深めま

した。夏休みの締めくくりには班対抗のあそびの大

会でベーゴマ、マンカラ、大なわなどで勝負してな

今年は、「向台ぼうけん屋～大きな

樹～」を 年生が中心となって出

店をしました。 ・ ・ 年生もマ

ンカラ台やくぎ人形作りをみんなで力を合わせ

て準備を進めました。当日は 年生が大きな声

で呼び込みをしてみんなの心のこもった作品は

見事完売！ベーゴマ大会で

はなかまが決勝戦に進み、

みんなでひとつになって熱

い向台魂をぶつけました。

アミーゴ通信〈 年 月号〉

 
 
 
 
 
 
 
 
 

【所在地】
〒
西東京市向台町三丁目
【電話】向

むこう

台
だい

学童クラブ
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年は８１名からスタートした向台第二学童クラブです。

子ども達一人ひとりの輝き、（キラキラ 夢・希望・素敵なところを）を大切に

子ども同士・保護者・皆と繋がって【キラキラの輪】になれたらと願い

年の年間テーマに想いを込めてスタートしました。

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 
 

春の空
・ 年生はわくわく・ドキドキの初めての

登所… 対面式♪皆の前で緊張の自

己紹介 鯉のぼり作り♪ 年生皆の手

形を押して歴代の鯉のぼりと共に大空

におよがせました。父母会共催行事

『新入生歓迎会』では、今年の向２カラ

ーオレンジ色のオリジナルキラキラＴシ

ャツをお家の方と作りました♪♪

夏の空

空
・夏休みスタート！！たっぷりの時間を思いっ

きり楽しんで遊びました。スイカ割り・水遊

び・あそびの大会など盛り沢山。あそびの大

会では、班対抗でベーゴマ、かるたとり、大

繩などをして盛り上がりました。父母会の皆

様が【鉄道博物館】に連れて行ってくれまし

た★だがしや楽校では、 年生が中心となっ

て「大空屋」を出店し沢山の方に来て頂きま

した。

秋の空 冬の空

・ 年生合宿♫みんなで、テントを設営し

たり、火おこし・ドラム缶風呂、夜はＢＢ

Ｑ、星空の下で、キャンプファイヤー！み

んなで踊り、そして、家族や仲間の大切

さに思いをはせて涙しました。 年生同

士、絆が深まった一泊二日でした。他に

もさつまいも掘り、仮装ハロウィンパーテ

ィーなどで楽しみました。

・ 年生企画お化け屋敷！下級生の協力も

あって行けた合宿の感謝の気持ちを込めて

皆を楽しませてくれました。冬の共催行事、

親子であそびの大会・みんなで作った具沢山

お味噌汁おいしかったね☆節分では、みんな

で特製恵方巻き作り！ 年生が鬼になって

外で豆まきをしました。あっという間の、

年間。そしてまた別れと出会いの春の空

へ…

・学童のあそびや生活を通して、子ども達は時にぶつかり合い、怒って泣いて涙して…何度もそん

な日々を繰り返したりしながら、その度に話し合って共に悩み、解決していっぱい笑って喜びあった

りする体験を仲間と共に積み重ねていく事で、居心地のいい場所になれるようにと、大切にしてき

ました。この 年間、応援して下さった皆様、本当にありがとうございました。

大切に

してきたこと 

アミーゴ通信〈 年 月号〉

 
 
 
 
 
 
 
 
 

【所在地】
〒
西東京市向台町三丁目
【電話】向

むこう

台
だい

第
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二
に

学童クラブ
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【所在地】
〒
西東京市ひばりが丘三丁目
【電話】ひばりが丘

おか

第
だい

一
いち

学童クラブ

子どもたちには、虹のように一人ひとり色々な個性

やさまざまな輝く色があります。同じ学童の仲間と

してそれぞれの場所でお互いの違いを認め合い、安

心して過ごせる居場所(城)を作っていきたいという

思いから、年間テーマを～つながろう！みんなの城に

輝くにじ～にしました。その年間テーマを元に、子ど

もたちは様々な経験を通して成長することができま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひばりが丘第一学童クラブ

では、子どもたちみんなで

様々な行事を行っていま

す。特に夏休みには、Ｔシャ

ツ作り・映画会・平和の話・

ウォーターパーク・夏祭り・

遊びの大会・さよならパー

ティーとたくさんの行事を

行うことができました。こ

れまで子どもたちの「やり

たい！」という気持ちを大切

にして取り組んできました。 

      

行事

アミーゴの学童クラブでは、手作りおやつを大切に

しています。手作りおやつは子どもたちにとって学童

での生活の楽しみのひとつになっています。週に２

～３回程度子どもたちの身体作りを考え、季節感の

あるメニューを取り入れています。また、みんなで楽

しく食べる時間を大切にしています。 

おやつ

ひばりが丘第一学童クラブの子どもたちは、２Ｆと３Ｆに

分かれて生活をしています。生活する部屋は違いますが、

毎日「ただいまー！」と元気いっぱいで帰ってきます。 

２Ｆではすぐに宿題を始める子や色とりどりのマットを

使ってツイスターや島おにをして盛り上がっています。 

３Ｆでは、お絵かきやおままごと、宝とりやどんぐり転

がしが人気です。そしてこどもたちは毎日のあそびを通し

て様々な経験をします。ときにはケンカをするときもあり

ますがその都度みんなで話し合い、お互いを理解し合え

るよう、私たち指導員も子どもたちを見守り、支えていま

す。 

 

(ひばりが丘第一学童クラブ職員一同) 

日々のようす

つながろう！

みんなの城に輝くにじ
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【所在地】
〒
西東京市ひばりが丘三丁目
【電話】ひばりが丘

おか

第
だい

二
に

学童クラブ

【つながる楽しさ】

花札が流行りだしたのは昨年度末のこと。

現５年生の子が現３年生ユウカ 仮名 も入れてあそび始

めました。その時ルールを覚え、なにより年上とあそべて嬉

しかったユウカです。

月になり一緒に花札をした子は卒所。ある日、花札を握

りしめているユウカは、「花札楽しいんだよぉ」と同じ学年の

子をさそって花札を始めました。「桜とれたー」「あおたーん

イェイ 」「やったー合計 てーん」と大盛り上がりです。

そこに歓声にさそわれて 年生の子が眺めに来ると、ユ

ウカは「一緒にやろうよー」と声をかけました。さそわれてニ

コニコ嬉しそうな 年生でした。きっとこの 年生もいつか

花札を教えるお兄さん、お姉さんになることでしょう。

異年齢のつながりが安心して生活できる学童をつくってい

ます。

みんな

の

おやつ

ホット

ドック

づくり

４ 年 生

合宿

報告会

私 が 話

す。僕が

話す。

みんな

の基地

かんせ

ーい

ケン

やるぞ

～

大好き

なあそ

びです
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毎年、地域交流イベントとして「仮装パーティー」 

を実施しています。午前は仮装をした乳幼児親子が近 
隣の高齢者施設を訪問し、手遊びや歌などで交流。高 
齢者のみなさんもかわいい子ども達の来訪を楽しみに 
してくださっています。午後は小学生以上の子ども達 
が商店街を仮装行列。様々な仮装をしてお店を周り「トリック・オア・トリート」でお菓子をもらいました。 

 
中高生向けの取り組みとしてはピックアップゲー

ムがあります。特にバスケでは中高生に加え利用者

OB やボランティアなども多く参加。男女・学年・

学校関係なく、その時あつまったメンバーで即席チ

ームを作り大いに盛り上がりました。 

 
小学校高学年向けのチアダンスクラブとクッキングクラブ。チアダンスクラブは利用者出身のボランティア

コーチの元で定期的に練習をし、地域のイベントなどに出演。今年は西東京市民まつりにも出演しました。ク

ッキングクラブは難しい料理にも挑戦、年末にはスープ屋さんを開店し、利用者のみなさんにミネストローネ

やコーンポタージュを作ってたくさんの人に食べてもらいました。 
どちらのクラブも「表現」や「料理」で人に喜んでもらう事を年間の目標にして活動しています。 

ひばりが丘児童センターには幅広い世代の利用者が来館します。そのいろいろな世代の利用者がお互いを認

め合い一緒に過ごせるような環境を作る事を大切に運営しています。また、地域の中で子ども達を見守る拠点

として児童センターを利用してもらえるよう、さまざまな地域の方との連携をしています。今回はそんな地域

の方々との協力で異世代・異年齢交流を目的に実施された取り組みをいくつか紹介します。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
中原小建て替えの為、運協・育成会・父親の会・

PTA のみなさんと共に実行委員となり、校舎さよな

らイベントが実施されました。当日は在校生はもち

ろん卒業生もたくさん来場、児童センターはステー

ジブース・あそびブースを運営。アミーゴ焼きも大

盛況でした。児童センター 
に遊びに来る子どもたちの 
保護者にも卒業生が多く、 
創立 59 年という長い歴史 
を感じることができました。 

【所在地】
〒
西東京市ひばりが丘三丁目
【電話】


